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利根･沼田の教育

利根教育事務所長 宇敷 重信

新しい学習指導要領の告示とともにスタートした密度の高い一学期が終了しようとしています。各教育委員会，各学

校のご理解，ご協力をいただき，２０年度の教育要覧（利根教育事務所）に基づいた学校訪問や研修会等の各種事業を，

先生方等との協働のもとに実施することができました。心から感謝申し上げます。

先日，友人から次のような話を聞きました。

『高齢の母親を定期的な診察のため病院に連れて行った。これまでの担当医師は，遠慮がちに小さな声で話す老母の

話を親身になってじっくりと聴いてくれた。そして，安心感や自信をもてるように配慮しながら，どのようなことに気

を付けていけばよいかをよくわかるように教えてくれた。ところが，その日は他の医師が診察し，全く異なった対応だ

った。老母のジッと耐えている姿，不安に駆られ小さな声も発せられないような表情を見て涙が出そうになった・・・

・きっと先生（医師）は忙しいのだろうとあきらめざるを得なかった』

この話を聞いて，学校現場で仕事をしていたときの我が身を振り返りました。そして，福島金夫群馬県教育長の「学

校は，子どもが中心」という本質的で重い一言を噛みしめました。

先達が編み出した優れた節目・・・一学期・・・そのまとめの時期に，まず基本的・根本的なスタンスである「学校

は，子どもが中心」という視点から，学校運営，教育指導，家庭・地域社会との連携について振り返ってみることが大

切であると思います。目標は「学校として目指す子どもの姿」であること，その実現のために有効であろうと判断した

手段として諸々の取組をしてきたことを踏まえ，結果「今の子どもの姿」はどうであるかということにこだわることが

大切です。目標と結果を比較してみることにより，最も肝心な目標そのものの見直しや，手段（取組）の修正，子ども

を中心に据えた業務の選択と集中が生まれてくると思います。

学 校 教 育 係

要請訪問Ａでは大変お世話になりました。授業参観を通して，ねらいを吟味するための教材研究を充実させる必要が

あると感じました。６年生算数の「体積」の第１時を例に，ねらいの吟味の仕方について具体的に示します。

＜年間指導計画のねらい＞ ＜吟味されたねらい＞

(例)直方体と立方体の大 (例)直方体と立方体の大きさ比べ

きさ比べを通して，立体図 を通して，「単位の大きさを決める

形の大小比較を考えること と，その幾つ分として数値化できる

ができる。 よさ」に気付くことができる。
．．
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－今後の授業改善に向けて③（ねらいを吟味するための教材研究）－

【課題】大きさをくらべる方法を考えましょう。
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教材研究により
このように変わる！

大きさの比
較ができれば
いいのかな？

単位の大きさを決め，幾
つ分と数値化することで大
きさの違いまで分かる｢よ
さ｣に気付かせるんだ！



ねらいの吟味の具体例 （学習指導要領解説，国立教育政策研究所資料，教科書を基にして）

＜算数編 155ページ Ｂ(2)体積 ＞

（2） 体積の意味について理解し，簡単な場合について，体積を求めることができ

るようにする。

ア 体積について単位と測定の意味を理解すること。

イ 体積の単位（立方センチメートル(㎤)) について知ること。

ウ 立方体及び直方体の体積の求め方を考え，それらを用いること。

この学年では，もののかさも面積などと同じように，単位の大きさを決めるとそ

の幾つ分として数値化してとらえることができるなど，体積の意味，その単位や測

定の意味を理解し，体積を求めることができるようにすることを主なねらいとする。

＜評価規準の作成，評価方法の工夫改善のための参考資料(小学校)＞
【「Ｂ 量と測定」の評価規準の具体例】

算数への 数学的な考え方 数量や図形につい 数量や図形についての
関心・意欲・態度 ての表現・処理 知識・理解

・立体図形の体積について ・単位となる ・立方体，直方 ・体積の単位と測定の
も，単位の大きさを決め 大きさを基 体の体積を求 意味を理解している。
ると，その幾つ分として にして，立 めることがで ・体積の単位(㎤)を知
数値化できるよさに気付 方体，直方 きる。 っている。
く。 体の体積の ・必要な辺の長さを測

・身の回りにあるものの体 求め方や公 定することで，立方
積を調べたり，それを活 式 を 考 え 体や直方体の体積が
用したりしようとする。 る。 計算によって求めら

・立方体，直方体の体積の れることを理解して
公式をつくり出そうとす いる。
る。

＜取り上げている３つの考え＞

｢学習指導要領解説｣｢国立教育政策研究所資料｣｢教科書｣を基に，ねらいを吟味するための教材研究を行うことにより，

押さえるべきことや子どもに気付かせたいことが明確になります。その結果，ねらいの達成に向けた学習活動が展開で

き，学習指導要領に示された内容を確実に身に付けさせることができます。

②

１㎝毎に刻みを入れ，１辺が１

㎝の立方体の数を数える。

③

１辺が１㎝の立方体の積み木で同

じ形を作って，積み木の数で比べる。

①

並べてみて，飛び出してい

るところを切って比べる。

・面積の学習から
類推させればい
いんだ。

・体積の学習でも
単位の大きさを
決め，その幾つ
分として考えさ
せるんだな。

小学校学習指導要領解説

国立教育政策研究所資料

教科書

授業の最後の子どものつぶ
やきが聞こえる気がする！
授業の流れも見えてきた！

・本時の評価の観点は
「算数への関心・意
欲・態度」にしよう。

・本時においては，最終
的に，単位となる大き
さの幾つ分として数値
化できる｢よさ｣に気付
かせるんだな。

学習指導要領解説

を見てみよう。

国立教育政策研

究所の資料を見

てみよう。

もう一度教科書

を見てみよう。

一辺が１㎝の立
方体を基にして考
えると，大きさが
どのくらい違うか
まで分かるのね！

・①の考えと②③の考えを比
較させ，単位となる大きさ
（教科書では一辺が１㎝の
立方体）を基にして，大き
さの違いまで分かる②③の
考えの｢よさ｣に気付かせれ
ばいいんだな。


